
選定理由

　 県内での分布がも と も と 限ら れる種であるが、 近年、 過去の産地のほ

と んどで生息の確認ができ なく なっ た。 全国的にも 減少が著し く 、 特に

中部、 関東地方では、 ほと んどの県で絶滅状態である 。 微妙な環境変化

が、 本種の生息に大き なダメ ージを与え、 他種に先駆けて絶滅するよう

である。

概　 　 要

　 全長3 8 －4 4 mm。 金緑色があざやかな中型のイ ト ト ン ボ。 県内に生

息するアオイ ト ト ンボ属3 種中、 最小である。 平地から 丘陵地にかけて、

ヨ シなどの抽水植物が生育する 自然度の高い池沼に生息する。 初夏の頃

に羽化し 、 秋遅く 1 1 月頃までみら れる 。 国内では青森から 鹿児島まで

ほぼ全県に分布するが、 いずれの地域でも 減少傾向が著し く 、 絶滅し た

地域も 少なく ない。 新たな産地が発見さ れた場合は、 ため池周辺の環境

も 含めた保全が必要である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内平野部に広く 分布し ていたこ と がう かがえるが、 過去の記録は島

根半島部と 隠岐（ 島後） に集中し ている。 一方を雑木林に囲まれた植生

豊かで比較的大き な 池沼に生息する。 現在の確実な 生息地は隠岐（ 島

後） の油井ノ 池のみ。 島根半島部で2 0 2 3 年に新たな産地が発見さ れた

が（ 佐々木,2 0 2 4 ）、 翌年以降全く 確認でき ず、 本土側での記録が途絶

えている。

存続を脅かす原因

　 開発等による水域の植生環境の変化や背後林の消失。 ため池改修等に

よる長期間に渡る 池沼の干し 上げ。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
宮本詔子・ 宮本聡史（ 2 0 1 5 ） 益田市のコ バネアオイ ト ト ン ボの記録． すかし ば,6 2 :4 6 -4 7 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
佐々木岳（ 2 0 2 4 ） 島根半島における コ バネアオイ ト ト ン ボの再発見． すかし ば,7 1 :7 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 北山拓

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

コ バネアオイ ト ト ンボ
ト ンボ目アオイ ト ト ンボ科

Lestes ja p o n icu s Selys, 1883

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 かつて県東部の平野部や隠岐諸島では比較的普通に見ら れたが、 過去

の産地のほと んどで生息の確認ができ なく なっ ており 、 現在確実な産地

は、 隠岐（ 島後） と 県東部の各1 カ 所だけである 。 全国的にも 近年の急

激な減少傾向が指摘さ れている。

概　 　 要

　 全長6 6 －7 9 mm。 全身黄緑が鮮やかで、 一見し て他のヤン マと 区別

でき る。 幼虫の頭部は顕著な逆三角形でネアカ ヨ シヤンマに似るが、 腹

部に背棘がないこ と で識別でき る 。 羽化は5 月上旬ごろ から 始まり 、 成

虫は8 月中旬ごろ まで見ら れる 。 成熟し たオスは、 おも に日中、 ヨ シ原

の間を縫う よ う に縄張り 飛翔する 。 交尾はヨ シ原の中や、 林縁の小枝な

どで観察さ れる。 メ スは単独で挺水植物の茎に産卵する。 初夏の頃はお

も に日中の活動が多いが、 盛夏にはほかのヤンマに混じ っ て黄昏飛翔も

盛んに行う 。 国外では朝鮮半島と 中国中部、 北部に分布し 、 国内では北

海道南部から 九州熊本まで分布し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 挺水植物が繁茂する池沼やク リ ーク に生息し 、 かつては松江市街地の

お堀やため池などでも 見ら れた。 隠岐諸島では、 島前・ 島後と も に記録

がある。

存続を脅かす原因

　 挺水植物の多生する 溝川や池沼の埋め立て。 ヨ シ原などの植生破壊。

生息水域周辺や休息場所と なる農地や山林への薬剤散布。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 2 0 1 7 年に記録し た出雲地方のト ン ボ. すかし ば, 6 5 : 5 -1 0 .
樋野耕一（ 2 0 2 2 ） 安来市佐久保湿地でアオヤン マと キイ ロ ヤマト ン ボを 採集. すかし ば, 6 9 : 6 9 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
高橋淳志（ 2 0 0 0 ） 多伎町でネアカ ヨ シヤン マ・ アオヤン マの多産地を 発見． すかし ば,4 8 :4 2 -4 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 北山拓

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

アオヤンマ
ト ンボ目ヤンマ科

Bra ch ytro n  lo n g istig m a  ( Selys, 1883 )

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 出雲市所原町での県初記録以来、 約5 0 年間記録がなかっ たが、 2 0 0 7

年に益田市で新産地が発見さ れ、2 0 2 0 年に安来市で産地が追加さ れた。

県内の現存産地はこ の2 カ 所のみ。 益田市の生息地は国内における本種

（ 本亜種） 分布域の西限と なっ ている。

概　 　 要

　 全長3 9 －4 6 mm。 黒地に黄色い条斑を 持つ小型のサナエト ン ボ。 日

本特産種モイ ワサナエの西中国地方亜種で 、 1 9 5 7 年5 月に出雲市所原

町で採集さ れた１ オスが本亜種の国内初記録であり 、 標本も 現存。 その

後、 広島県の八幡高原で多数の生息が確認さ れ、 広島産標本に基づき 亜

種記載さ れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国地方の他県の産地全てが、 中国山地の分水嶺付近に形成さ れた高

標高（ a lt.5 0 0 ～8 0 0 ｍ） の湿原等を 流れる 緩流である が、 益田市の生

息地は低標高（ a lt.5 0 ～1 0 0 ｍ） の里山的環境の渓流であり 貴重。 同様

の環境は周辺に少なく ないこ と から 今後の新産地追加が期待でき る。

存続を脅かす原因

　 里山や山林の開発による、 生息環境の悪化や消失。

特記事項

　 中国地方固有亜種

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

朝比奈正二郎（ 1 9 7 4 ） 島根県産モイ ワサナエの正体． TOMBO,1 7 :2 3 .
藤村俊彦(1 9 5 9 ） モイ ワサナエ,島根県に産す． 新昆虫,1 2 (5 /6 ):4 5 .
宮本詔子・ 宮本聡史（ 2 0 0 8 ） 島根県における ヒ ロシマサナエの新産地発見と 生態の記録． すかし ば, 5 6 : 5 3 -6 4 .
宮本詔子（ 2 0 2 4 ） ヒ ロ シマサナエ,2 0 1 0 年の匹見川支流調査記録． すかし ば, 7 1 : 3 0 -3 1 .
大浜祥治・ 樋野耕一（ 2 0 2 1 ） ヒ ロ シマサナエを 島根県東部から 記録． すかし ば, 6 8 : 5 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ヒ ロシマサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

David iu s m o iw an u s saw an o i Asah in a et In o u e, 1973

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 全国的に産地が限ら れる中、 宍道湖を含めた斐伊川下流域は本種の多

産地であっ た。 1 9 8 7 年から 継続し ている 宍道湖岸の羽化殻調査による

と 、 2 0 0 0 年以降羽化数がそれまでの1 /1 0 0 以下に減少するなど、 近年

の個体数激減状況が明ら かになっ ている。

概　 　 要

　 全長5 9 －6 5 mm。 夏に出現する 中型のサナエト ン ボ。 大き な河川の

下流域全体を生活場所と する生活スケールの大き なト ンボ。 オスは流れ

の上をかなり 長時間飛び続けメ スを探す。 日本特産種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川および静間川下流域のほか、神戸川でも 生息が確認さ れている。

斐伊川で産み落と さ れた卵や孵化し た幼虫のほと んどは流下し 、 宍道湖

内で成長する 。 宍道湖岸での羽化消長調査によ れば、 羽化は6 月上旬か

ら 始まり 、 7 月上旬を ピ ーク と し て9 月上旬まで続く 。 成虫の活動は羽

化が観察さ れる宍道湖岸ではまっ たく 見るこ と ができ ず、 斐伊川河口か

ら 約3 0 k m上流までの斐伊川本川部で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息地周辺の開発による水質等河川環境悪化。 成虫の休息場所と なる

里山の雑木林・ 河畔林等の伐採。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）
●参考文献

長瀬　 翔（ 2 0 1 3 ） 神戸川でナゴヤサナエの幼虫を採集． すかし ば,(6 0 ):5 0 .
西脇淳浩・ 星川和夫（ 2 0 0 1 ） 宍道湖における ナゴヤサナエと ウチワヤン マの羽化消長． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(5 ):2 1 5 -2 2 1 .
山陰むし の会編（ 1 9 9 3 ）「 山陰のト ン ボ」． 2 0 8 pp .山陰中央新報社．
佐藤仁志（ 1 9 9 2 ） ナゴヤサナエの新産地(静間川)． すかし ば,(3 7 /3 8 ):5 0 .
宍道湖のナゴヤサナエ研究グループ（ 1 9 8 8 ） 宍道湖のナゴヤサナエ． 島根野生生物研究会会報,5 :1 -1 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ナゴヤサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Sty lu ru s n a go yan u s （ Asah in a, 1951）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 過去の記録によれば、 県東部の平野部で比較的普通に分布し ていたこ

と がう かがえる が、 2 0 0 7 年を 最後に県内から の記録が途絶えており 絶

滅も 懸念さ れる。 全国的にも 近年急激な減少傾向が指摘さ れている。

概　 　 要

　 全長2 9 －4 0 mm。 小型でやや細身のアカ ト ン ボ。 成熟オスでは顔面

が青白色になる。 ヒ メ アカ ネ、 マユタ テアカ ネに似る が、 本種では翅胸

部側面に短い黒色条があるこ と で識別でき る。 朝鮮半島や中国北東部に

も 分布し 国内では北海道から 九州まで記録がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 過去の記録のほと んどは島根半島部周辺であり 、 中部・ 西部の沿岸部

でも 記録が散見さ れる。 おも に植生豊かな池沼に生息する が、 本種は生

息環境の変化に非常に敏感であり 、 生息地周辺の雑木林の伐採等わずか

な環境変化であっ ても 深刻な影響を受けてし まう 。隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 生息する池沼の植生環境や水質の悪化。生息地周辺の雑木林等の伐採。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 2 ), 1 -1 1 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
淀江賢一郎・ 養父志乃夫（ 1 9 8 2 ） 島根県のト ン ボ相・ Ⅰ． すかし ば,1 8 :1 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

マイ コ アカ ネ
ト ンボ目ト ンボ科

Sym petru m  ku n cke l i （ Selys, 1884）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 湿地を 代表する 種で5 0 カ 所以上の産地が記録に残っ ている が、 造成

等による埋め立てや植生遷移によ る乾燥化のため、 生息地の消失が顕著

で現在確実な産地はわずか3 カ 所のみ。

概　 　 要

　 全長1 7 －2 1 mm 。 世界でも っ と も 小さ いト ン ボの一つで一円玉ほど

の大き さ 。 オスは成熟すると 全身が赤化し 、 メ スでは黄色、 褐色、 黒の

まだら 模様と なる 。 羽化は5 月中旬ごろ から 始まり 、 し ばら く する と 未

熟及び成熟個体が湿地に入り 乱れて見ら れる。 交尾時間は短く 、 交尾を

解いたメ スは単独で打水産卵を 行う 。 オスの警護飛翔も し ばし ば見ら れ

る。 東南アジアを中心に広く 分布し 、 国内では本州以南に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 低山地を中心に隠岐諸島を除く 県全域に広く 分布し ていたが、 産地は

局地的。 日当たり がよく 浅い湿地を好む。 休耕田で一時的に大発生し よ

く 話題になっ たり するが、 草原化・ 乾燥化により 生息でき なく なる。

存続を脅かす原因

　 造成や残土処分等による生息地の埋め立てや、湿地の乾燥化、草原化。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

浜田高等学校自然科学部（ 2 0 1 6 ）「 ハッ チョ ウト ン ボはどのよ う にし て山を 越えたのか～生き 残り を 懸けた戦略～」． 4 8 pp .(櫂歌書房)
宮本詔子・ 宮本聡史（ 2 0 1 0 ） 益田市中垣内町でハッ チョ ウト ンボを 確認する ． すかし ば,(5 8 ):3 0 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
淀江賢一郎・ 養父志乃夫（ 1 9 8 2 ） 島根県のト ン ボ相・ Ⅰ． すかし ば,(1 8 ):1 -2 6 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ハッ チョ ウト ンボ
ト ンボ目ト ンボ科

N an n o p hya  pyg m aea  Ram bu r, 1842　

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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類

絶
滅  
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生
絶
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絶
滅
危
惧
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類
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選定理由

　 斐伊川の中下流域が本種の唯一の確実な 生息地と さ れて い る が、

2 0 0 0 年以降は確認記録がなく 、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長8 mm前後の小型のカ ワゲラ で、 1 属1 種の日本固有種。 基準産地

である 京都府宇治川では1 9 5 8 ～1 9 5 9年に確認さ れて後、 記録が途絶

えている。 成虫は7 ～8 月に灯火に飛来する。 幼虫の確認は斐伊川下流

域の1 例のみで生態は未知な部分が多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 9 7 年に斐伊川で初めて生息が確認さ れ、 1 9 9 8 年に中下流域で広

範に成虫、1 9 9 9 年に下流域の流水部の砂河床で幼虫が採集さ れている。

し かし な がら それ以降は確認記録がな く 、 2 0 0 6 ・ 2 0 0 9 ・ 2 0 1 0年に

は斐伊川中下流域において本種を対象と し た生息調査が実施さ れたも の

の、 確認に至っ て いな い。 近年は沿川の灯火が虫の集ま り にく いLED

照明と なり 、 ますます確認が困難と なっ ている。

存続を脅かす原因

　 河川及び沿川の環境変化が考えら れるが、 生態未解明のため詳細は不

明である。

（ 執筆者： 劒持　 康弘）
●参考文献

環境省（ 2 0 1 5 ）「 レッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 -日本の絶滅の恐れのある 野生生物-5 昆虫類」
川合禎次・ 谷田一三（ 2 0 0 5 ） 「 日本産水生昆虫 － 科・ 属・ 種への検索」． 1 3 4 2 pp． 東海大学出版会
国土交通省中国地方整備局斐伊川・ 神戸川総合開発工事事務所 （ 2 0 0 7 ）「 尾原ダム自然環境調査業務 報告書」
国土交通省中国地方整備局斐伊川・ 神戸川総合開発工事事務所 （ 2 0 1 0 ）「 尾原ダム自然環境モニタ リ ン グ調査業務 報告書」
国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所（ 2 0 1 1 ）「 尾原ダム自然環境モニタ リ ング調査業務 報告書」

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布域局限種

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 稲田和久

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

コ カ ワゲラ
カ ワゲラ 目カ ワゲラ 科

M in ip erla  jap o n ica  Kaw ai,1967　

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内の分布は局地的であり 、 生息環境の変化により 急激に生息数を減

ら す可能性がある。

概　 　 要

　 体長約2 5 －4 5 mm。 体色は、 灰色から 青灰色に黒色紋を 散布し 、 河

原の礫に似た色彩を持つ。 後翅中央部に褐色の半円帯があり 、 その内側

は鮮やかな青色。 中礫から 大礫サイ ズの円礫が堆積し 、 草が疎ら に生え

る よ う な河川敷に生息する 。 成虫は７ ～1 0 月に出現し 、 河川から やや

離れた場所の灯火に飛来するこ と がある。 日本固有種で、北海道、本州、

四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では江の川水系と 高津川水系に局地的に生息し ている。 過去に記

録のある斐伊川水系や隠岐諸島では、 現在は確認でき ない。 過去の隠岐

諸島における分布が確実であると する と 、 現在は絶滅し たと みら れる。

存続を脅かす原因

　 洪水が起こ ら ないこ と による礫河原の草地化。 大規模洪水が発生し 後

の復旧工事による 河床礫の移動や除去。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 . 
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研． 
長田　 勝（ 1 9 9 7 ） 灯火で採集し たカ ワラ バッ タ ． ばっ たり ぎす,（ 1 1 3 ）： 5 4 ． 
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 匹見町・ 高津川にてカ ワラ バッ タ の生息を 確認． すかし ば,（ 5 1 ）： 3 0 ． 
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における カ ワラ バッ タ の採集・ 観察記録． すかし ば,（ 5 4 ） : 5 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

カ ワラ バッ タ
バッ タ 目バッ タ 科

Eu sp h in go n o tu s ja p o n icu s （ Sau ssu re, 1888）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 県内では隠岐諸島も 含めて広く 分布する が、 繁殖地の減少が著し く 、

灯火に飛来する個体の確認例も 少なく なっ ている。 一部地域では確認例

が増えている も のの､ 引き 続き 危機的な状況である。

概　 　 要

　 体長4 8 －6 5 mm前後で日本最大の水生昆虫である 。 平野部から 山間

地の池や水田、 休耕田、 湿地などの止水域に生息し ている。 成虫のオス

が卵を守る 習性がある。 国外ではシベリ ア、朝鮮半島、台湾、中国、アッ

サムに分布し 、 国内では本州、 四国、 九州、 対馬、 南西諸島に分布する。

成虫は飛翔能力があり 、 街灯に飛来するこ と がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では各地に広く 分布し ているが、 繁殖地は少ない。 水生植物の豊

富な池や休耕田を 含む湿地でみら れる こ と が多いが、 個体数の多い地域

ではさ まざまな止水域に生息し ている 。 水田は重要な繁殖場所であっ た

が､ 近年は繁殖がほぼ確認でき ない。 灯火へ飛来するこ と がある。 隠岐

諸島では単発的な記録があり 、 本土側から の飛来や人為的な持ち込みの

可能性がある。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移、 ウシガエルなどの外

来生物による捕食、 農薬を含めた水田管理方法の変化、 灯火に飛来し た

個体の轢死、 採集。 特に繁殖可能な生息地の減少。

特記事項

　 2 0 2 0 年2 月1 0 日以降は「 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存

に関する 法律」 に基づき 特定第二種国内希少野生動植物種に指定さ れ、

販売目的の捕獲・ 売買が禁止さ れている。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

福田貴之・ 林　 成多（ 2 0 2 3 ） 隠岐諸島中ノ 島で1 3 年ぶり にタ ガメ を 確認． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 6 ): 2 1 4 .
林　 成多（ 2 0 2 2 ） 島根県東部におけるタ ガメ に関する 覚え書き ． すかし ば, (6 9 ): 3 9 -4 1 .
ホシザキグリ ーン財団監修（ 2 0 0 2 ）「 みんなの宍道湖～自然観察ガイ ド ブッ ク ～」． 1 4 3 pp．
Og a ta , S ., A . N ish iw a k i, K . Y a ma zoe , K . Sug a i a nd  T . Ta k a ha ra  (2 0 2 3 ) D isco v e ry  o f u n k n ow n  n ew  p on d s oc cu p ie d  b y  th e  e nd a n g e re d  g ia n t w a te r  b u g  
K irk a ld y ia  d e y ro lli (H e m ip te r a : H e te rop te ra : Be lo s to m a tid a e ) b y  c o m b in in g  e n v ir on m e n ta l DN A  a n d  c a p tu re  su rv ey s . E n tom o lo g ic a l Sc ie n c e , (2 0 2 3 ) 2 6 , 
e 1 2 5 4 0

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

タ ガメ
カ メ ムシ目コ オイ ムシ科

Kirka ld y ia  d eyro l l i  ( Vu ille f roy, 1864)

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 河口付近の砂質海岸にのみ生息するため、 河川改修や浚渫による人為

的な改変の影響を受けやすい上、 生息地が限ら れ絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長1 2 －1 4 mm。 銅色で溝や点刻などは青緑色を 帯び、 上翅に黄白

色で屈曲し た帯紋がある 。 成虫は5 ～9 月に砂質海岸の河口部など湿潤

な砂泥地に好んで活動する。 本州（ 中部以西）、 九州、 種子島などの限

ら れた砂質海岸に分布するが、 各地で減少傾向が顕著と さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 江津市以西の砂質海岸の一部でのみ生息が確認さ れている。 生息地は

背後に植生がある 河口付近の砂質海岸で、 春季に越冬成虫、 夏季に新成

虫が出現する。 成虫は水際で湿っ た砂浜を敏捷に歩行する 。 幼虫は水辺

に近い砂浜に巣穴をつく る。 かつて生息し ていた県東部では近年確認さ

れていない。

存続を脅かす原因

　 河口部での大規模工事や護岸、 浚渫による改変、 砂浜の浸食、 車両の

乗り 入れ。

（ 執筆者： 皆木　 宏明）
●参考文献

皆木宏明（ 2 0 1 8 ） 島根県における カ ワラ ハン ミ ョ ウの分布状況について.島根県立三瓶自然館研究報告 N o .1 6 , 4 1 -4 6 . 
皆木宏明（ 2 0 2 5 ） 江の川河口におけるカ ワラ ハンミ ョ ウの生息状況について.島根県立三瓶自然館.N o .2 3 ,3 7 -4 1 . 
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における ハン ミ ョ ウ類・ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ類の採集およ び観察記録． すかし ば（ 5 1 ）： 3 4 -3 6 ． 
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ハンミ ョ ウ類の採集及び観察記録． すかし ばN o .5 3 ,3 1 -3 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ハラ ビロハンミ ョ ウ
コ ウチュ ウ目ハンミ ョ ウ科

Cicin d e la  su m a tren sis n ip o n en sis Bates, 1883

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 広い砂質海岸に生息するハンミ ョ ウで、 生息地は局所的で絶滅が危惧

さ れる。

概　 　 要

　 体長1 5 m m前後。 上翅は白に銅緑色の模様があり 、 地域によ っ て模

様に変異がある。 広い砂地面積を 有する 海岸に生息し 、 成虫は7 ～8 月

に出現する。 砂上を 敏捷に歩行し 、 近づく と 飛翔する。 北海道、 本州、

四国、 九州に分布するが全国的に激減し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 江津市以西の砂質海岸に局所的に生息し 、 確認さ れている生息地は少

ない。 成虫は夏季に出現し 、 汀線から やや離れた植物がまばら に生える

開けた砂浜を 敏捷に歩行する。 幼虫も 砂浜に巣穴をつく る。

存続を脅かす原因

　 大規模工事によ る 砂浜の改変や縮小、 砂浜の浸食、 車両の乗り 入れ、

植物の繁茂。

特記事項

　 平成2 4 年に島根県条例に基づく 指定希少野生動植物に指定さ れてお

り 採集は禁止さ れている。

（ 執筆者： 皆木　 宏明）

●参考文献

皆木宏明（ 2 0 1 8 ） 島根県における カ ワラ ハン ミ ョ ウの分布状況について.島根県立三瓶自然館研究報告 N o .1 6 , 4 1 -4 6 . 
皆木宏明（ 2 0 2 5 ） 江の川河口におけるカ ワラ ハンミ ョ ウの生息状況について.島根県立三瓶自然館.N o .2 3 ,3 7 -4 1 . 
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における ハン ミ ョ ウ類・ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ類の採集およ び観察記録． すかし ば（ 5 1 ）： 3 4 -3 6 ． 
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ハンミ ョ ウ類の採集及び観察記録． すかし ばN o .5 3 ,3 1 -3 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

カ ワラ ハンミ ョ ウ
コ ウチュ ウ目ハンミ ョ ウ科

Cicin d e la  la e tescrip ta  M o tsch u lsky, 1860

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 砂丘等に生息する大型のヒ ョ ウタ ンゴミ ムシで、 全国的に減少し てお

り 、 県内でも 生息地が限ら れ、 生息地が減少し ている こ と から 、 絶滅が

危惧さ れる。

概　 　 要

　 円筒形で体長2 8 －3 8 mm。 全体が黒色で光沢がある 。 砂質海岸やそ

れに隣接する 場所に生息し 、 成虫は５ ～1 0 月に出現する 。 夜行性で日

中は漂着物の下や地中の孔道に潜み、 夜間に地表を 徘徊し て他の昆虫な

どを捕食する。 飼育下ではコ ガネムシ科の成虫など甲虫類も 大アゴでか

み砕いて捕食する。 本州、 四国、 九州、 国外では朝鮮半島、 中国、 台湾、

東南アジアなどに分布する。 生息環境は海岸に限ら ず、 まと まっ た砂質

の土地があれば内陸にも 生息するが、 日本では内陸の生息地は激減し て

いる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲海岸から 益田海岸に至る砂丘を 伴う 砂質海岸で、 生息が確認さ れ

ている。 汀線から 離れた海浜植物の植生地から 背後の防風林内の砂地が

生息域と なっ ている。 また、 内陸側の砂丘にも 生息する。 また、 隣接す

る道路の側溝に落ちている個体も 少なく ない。 側溝に落ち た個体は、 乾

燥による死亡や餓死、 ケモノ による捕食などの影響がある 。

存続を脅かす原因

　 松枯れの進行による防風林の荒廃・ 消失。 海岸浸食。 砂丘における道

路等の開発。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

端山　 武（ 2 0 1 2 ） 浜山公園のオオヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシの記録． すかし ば，（ 5 9 ）： 2 9 .
林　 成多（ 2 0 0 6 ） オオヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ成虫の出現時期について． すかし ば,（ 5 4 ） : 6 5 .
林　 成多（ 2 0 1 3 ） 島根県の海岸性甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (9 ): 1 -9 8 .
林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
尾原和夫（ 1 9 8 9 ） 浜山のオオヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ． すかし ば,（ 3 2 ）： 3 1 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

オオヒ ョ ウタ ンゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Sca rite s su lca tu s Olivier, 1795

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 松江市（ 大根島） にある玄武岩質の火山洞窟「 竜渓洞」 を基準産地と

する大根島の固有亜属で、 生息域がき わめて限ら れる ため、 同島の地中

環境が変化し た場合には他の地下性種と と も に絶滅する危険が大き い。

概　 　 要

　 体長約3 mm。 黄褐色で扁平。 複眼は完全に退化。 背面に1 0 対の長剛

毛を有し 、 触角は長い。 全体に地下適応の進んだ形態を示す。 寿命や食

性など生態はほと んど不明だが、 局所的に複数頭確認さ れるこ と から 分

布は一様でないと 考えら れる。

　 ダイ コ ンメ ク ラ チビゴミ ムシ属（ 以下、 チビ ゴミ ムシを 省略） は、 ノ

コ メ メ ク ラ 属と チョ ウセンメ ク ラ 属の中間形態を 示す属で中国の浙江省

に産するW u lon g o b lemu s 属と の類縁性も 高い。 本属には2 0 0 7 年に長

崎県の対馬でホソ メ ク ラ 亜属の2 新種が記載さ れ、 本種と 併せて3 種が含

まれる。 こ れら はW u lon g o b lemu s 属も 含めて飛び石状の分布になっ て

いるこ と から 、 かつて海を 渡っ た祖先の遺跡種と いう 仮説が立てら れた

（ U eno , 2 0 0 7 ）。 2 0 2 3 年に沖縄で中国の大陸種と 近縁なチビ ゴミ ムシ

が発見さ れたこ と から も こ の仮説は支持さ れ、 本種を 含むダイ コ ンメ ク

ラ 属はチビゴミ ムシ類の系統進化を解き明かす重要な鍵と なるだろう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種が確認さ れて いる のは松江市（ 大根島） の竜渓洞のみ。 個体

数はき わめて 少な く 、 こ れま で に計1 0 個体が採集さ れ（ 1 9 7 0 年2 個

体、 1 9 7 9 年2 個 体、 1 9 9 7 年1 個 体、 2 0 0 2 年2 個 体、 2 0 0 5 年2 個 体、

2 0 0 8 年1 個体）、 以降の採集記録はない。 幼虫は未知。

　 島根半島を 中心と し た地下生物調査では確認さ れていないこ と から、

分布域は竜渓洞を含む大根島の地下空間のみと 考えら れる。 具体的な範

囲は明ら かではないが、 同島のほかの洞窟（ 幽鬼洞） で見ら れないこ と

から 島内全域に分布し ているわけではない。 洞内では湿潤な泥上に転石

があるよう な環境で見つかるこ と が多く 、 特定の微環境を選好し ている

可能性が高い。

存続を脅かす原因

　 周囲を中海に囲まれている大根島の地形特性から 地下水の流路や水質

変化は脅威と なり 得る。 また本種の生息に地下の微生物相が関与し てい

る可能性があるこ と から 、 地表から の肥料などの薬剤浸透による微生物

相の変化にも 注意を要する。

（ 執筆者： 新部　 一太郎・ 星川　 和夫）
●参考文献

U eno , S. (1 9 7 0 ) The  Fa una  o f th e  In su la r La v a  Ca v es in  W est J a pa n  Ⅲ. Trech in a e  (Co leop te ra ). Bu ll. N a t. Sc i. Mus ., 1 3 (4 ): 6 0 3 -6 2 2 .
U eno , S. (1 9 7 1 ) The  Fa una  o f th e  In su la r La v a  Ca v es in  W est J a pa n  IX . Trech in a e  (A dd ition a l)． Bu ll. N a t. Sc i. Mus , 1 4 (2 ): 1 8 1 -18 5 . 
U eno , S. (2 0 0 7 ) B lin d  Trec h in e  Bee tle s  (Co leop te ra , Trech in a e ) from  the  Tsush im a  Is la nd s , W est J a p a n . E ly tra , 3 5 (2 ): 3 8 5 -3 9 9 . 
新部一太郎・ 星川和夫（ 2 0 0 7 ） II章 竜渓洞に生息する 生き 物たち ， 松江市ふる さ と 文庫2 ：  3 0 -4 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 新部一太郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

イ ワタ メ ク ラ チビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Da ico n o tre ch u s iw a ta i　 ( Uén o , 1970 )

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 周布川河口で発見さ れたチビ ゴミ ムシで、 島根半島で再発見さ れた。

限ら れた潮間帯の岩礁に生息し 、 絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長4 .6 －4 .9 mm。 浜田市周布川河口で発見さ れ、 新属新種と し て記

載さ れた。 全体が褐色で頭部が大き く 、 上翅は丸味が強い。 満潮線の近

く の大き な石の下や積み重なっ た礫の底で、 真水が海にし み込むよう な

場所を好むと いわれる。 愛媛県宇和島、 神奈川県真鶴岬、 伊豆大島など

に別亜種が分布する。 遺伝的にも 分化が確認さ れており 、 本州日本海側

の個体群（ 北陸～九州北部） は遺伝的にまと まっ ている一方で、 瀬戸内

や太平洋側の個体群と は大き く 分化し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 周布川河口左岸の岩場で、 こ ぶし 大の小石が堆積し た下の海水中から

採集さ れた。 その後は長ら く 未発見であっ たが、 2 0 0 6 年に島根半島の

海岸２ カ 所で再発見さ れた。 背後地の崖から 淡水が浸み出すよう な岩礁

地の礫の隙間や波打ち際の礫間で採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 大規模工事によ る礫浜の改変、 漂着物の堆積など生息環境の悪化。 降

水量の低下による 、 汀線に供給さ れる 湧水の途絶。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 3 ） 島根県の海岸性甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (9 ): 1 -9 8 .
林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
河上康子・ 林　 成多（ 2 0 0 7 ） 日本海沿岸の海岸性甲虫類の研究（ ２ ） 島根半島． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 0 ): 3 7 -7 6 .
N a k a h a m a , N . ,  R .  O k a n o , Y .  N is h im o to ,  A .  M a tsu o , N . Ito  &  Y .  Su y a m a  (2 0 2 2 ) P o ss ib le  d is p e r s a l o f  th e  c o a s ta l  a n d  s u b te r r a n e a n  c a r a b id  b e e tle  
Tha la ssoduv a liu s ma s id a i (Co leop te ra ) b y  ocea n  cu rren ts . B io lo g ic a l J ou rna l o f th e  L in nea n  Soc ie ty , 1 3 5  (2 ): 2 6 5 -2 7 6 .
U eno , S.（ 1 9 5 6 ） N ew  ha loph ilou s  tre ch id s o f J a p a n（ Co leo p te ra ， H a rpa lid a e） . Mem . Co ll. Sc i. U n iv . K y o to , se r . B , 2 3 （ 1 ）： 6 1 -6 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

イ ソ チビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Th a la sso d u va l iu s m a sh id a i m ash id a i Ueno , 1956

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本種は国内ではも っ と も 絶滅の可能性が高いゲンゴロウの一つで、 と

り わけ西日本の個体群はき わめて危険な状況にある。 県内では数例の記

録があるのみである。

概　 　 要

　 体長2 1 －2 6 mm。 背面は暗緑色で前胸背板・ 上翅に黄色の縁取り が

ある。 腹面は全体に黄色。 体は卵形で丸みが強い。 大き さ が近いコ ガタ

ノ ゲンゴロウの体型はより 長卵形で、 腹部は全体に黒色を帯びる。 生息

場所は、 水生植物の多い池などの止水域である。 比較的、 大き な池に生

息するこ と が多い。 本種は中国、 イ ンド シナに分布し 、 国内では本州と

九州に分布する。 本州での分布は青森県から 山口県までと 広い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市では1 9 5 5 年の記録が残さ れている 。 2 0 0 3 年秋に県東部で採

集さ れた１ 頭が近年の確実な記録である 。 その後、 県中部でも 記録があ

る。 県内での分布状況や生息環境については不明な点が多く 、 調査が必

要である。 本種の生息可能な止水域環境の条件は、 非常に限ら れている

可能性が高く 、 何ら かの環境の変化によ り 絶滅するおそれがある。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 移入生物（ 特にヌ ート リ ア、 オ

オク チバス、 ブルーギル、 アメ リ カ ザリ ガニ） の侵入・ 繁殖、 違法な採

集。 ヌ ート リ アは抽水植物群落や浮葉植物群落を破壊し 、 本種の産卵基

質や幼虫の生息場所に大き な影響を与える。

特記事項

　 本種は「 種の保存法」 によ り 2 0 1 1 年に国内希少野生動植物種に指定

さ れており 、 捕獲だけでなく 、 標本等の譲渡や貸借も 許可無く するこ と

はでき ない。 生息状況を確認し た上で具体的な保全措置を取る必要があ

る。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
小早川誠（ 2 0 0 4 ） 島根県内にて希少ゲン ゴロ ウを採集． すかし ば,（ 5 2 ） :8 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
W a ta na be , K . a nd  M . H a y a sh i (2 0 2 4 ) Desc rip tion  o f th e  la rv a  o f Cy b is te r  le w is ia n u s  Sha rp , 1 8 7 3  (Co leop te ra , Dy tisc id a e , Cy b istr in a e ). ZooK ey s, 1 1 9 7 : 1 3 7 -
1 5 2 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

マルコ ガタ ノ ゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Cyb iste r lew isian u s Sh arp , 1873

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 かつてはふつう にみら れた水生甲虫である。 し かし 、 現在は激減し 自

然度の高い止水域で確認さ れるのみであり 、 絶滅が危惧さ れる。 近年の

確認例は著し く 減少し ており 、 危機的な状況は続いている。

概　 　 要

　 体長3 4 －4 2 mm前後。 前胸背板・ 上翅に黄色の縁取り があり 、 腹面

は全体に黄色だが、 中央部は暗色。 オスの上翅表面は平滑だが、 メ スに

は細かなシワ状の溝がある。 水生植物の多い溜池や水路、 水田などの止

水域をおも な生息地と し ている。 国外では朝鮮半島、 台湾、 中国、 シベ

リ アに分布する。 国内では、 北海道、 本州、 四国、 九州に広く 分布し 、

垂直分布も 広い。 日本の代表的な大型水生甲虫であるが、 全国的に減少

傾向が著し く 各都道府県のレ ッ ド データ ブッ ク に掲載さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島では古い記録がある が、 2 0 1 3 年に西ノ 島で死体の確認例が

ある。 本土側では各地に分布し ているが、 産地は山間部など局地的であ

る。 と り わけ、 平野部での生息は絶望的な状況である。 さ ら にかつては

水田で繁殖する種であっ たが、 水田での生息を見るこ と は希になっ てい

る。 現状と し て、 浮葉植物や抽水植物の豊富なため池などの止水域が県

内でのおも な生息環境である。 本種が生息する止水域には、 微少種から

大型種までのゲン ゴロウ科やガムシ科、 水生半翅類など多種多様な水生

昆虫類が生息し ているこ と が多く 、 その生息環境は種多様性から みても

貴重である。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 移入生物（ ヌ ート リ ア， ウシガ

エル、 オオク チバス、 ブルーギル、 アメ リ カ ザリ ガニ） の繁殖。 水田の

管理方法の変更。 採集。

特記事項

　 2 0 2 3 年1 月1 1 日以降は「 絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存

に関する 法律」 に基づき 特定第二種国内希少野生動植物種に指定さ れ、

販売目的の捕獲・ 売買が禁止さ れている。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
西城　 洋（ 2 0 0 1 ） 島根県の水田と 溜め池における水生昆虫の季節的消長と 移動. 日本生態学会誌, 5 1 (1 )： 1 -1 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Cyb iste r ch in esis  M o tsch u lsky, 1873

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 県内では中部や西部で数カ 所の産地が確認さ れていたが、 生息環境の

悪化や消滅による絶滅が危惧さ れる。 近年の確認例がないこ と も 憂慮す

べき 状況である。 また、 全国的にみても 希少性が高い大型種のゲンゴロ

ウである。

概　 　 要

　 体長2 8 －3 3 mm前後。 コ ナギやオモダカ 、 ヒ ルムシロ などの生えた

泥深い湿地や水路などに生息し 、 特に湿地化し た放棄水田は本種のも っ

と も 好む環境である。 日中は泥に潜っ ているこ と などから 、 他のゲンゴ

ロウ類に比べて発見さ れにく い。 本種は本州・ 佐渡に分布し ， 国外では

中国にも 記録がある。1 9 9 0 年代前後に生息が確認さ れている県は千葉、

新潟、 富山、 石川、 滋賀などである 。 島根県では1 9 9 2 年に初めて発見

さ れたが、 2 0 0 1 年に確認さ れたのが最後の報告と なっ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内ではため池などで生息が確認さ れている。 新たに生息地が確認さ

れる可能性はある が、 放棄水田などの湿地は遷移の進行によ り 数年から

十数年で乾燥化し 、 生息でき なく なっ てし まう 。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移、 違法な採集。 アメ リ

カ ザリ ガニなどの外来種の侵入。 イ ノ シシによ る 湿地の掘り 起こ し や、

水辺植生への食害。

特記事項

　 本種は「 種の保存法」 によ り 2 0 1 1 年に国内希少野生動植物種に指定

さ れており 、 捕獲だけでなく 、 標本等の譲渡や貸借も 許可無く するこ と

はでき ない。 生息状況を確認し た上で具体的な保全措置を取る必要があ

る。

（ 執筆者： 林　 成多）
●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
小早川誠（ 2 0 0 7 ） 島根県内にてシャ ープゲン ゴロウモド キを 採集． すかし ば， (5 5 ): 4 9 -5 0 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
山本直樹・ 山岡幸雄（ 1 9 9 7 ） 島根県のシャ ープゲン ゴロ ウモド キ． 月刊むし ,（ 3 2 1 ）： 3 4 -3 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

シャ ープゲンゴロウモド キ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

Dytiscu s sh a rp i  Weh ncke, 1875

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 本種は全国的に減少傾向にある 。 本県でも 生息地は局限さ れ、 牧畜形

態の変化によ っ て絶滅が危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長1 8 －2 8 mm。 黒色で光沢は鈍い。 オスは、 頭部に後方に反っ た

１ 本の大き な角を 持ち 、 前胸背板にも 2 対の突起があるが、 小型なオス

になるほど目立たない。 メ スは頭部に板状の横隆起と 前胸背板に弧状に

突出し た横隆条と 1 対のく ぼみがある。 成虫は、 5 ～1 0 月に発生する。

夜行性で牛などの大型の草食獣の糞をエサと する。牛糞下に坑道を掘り 、

育児室を作っ て数個の糞球を作り 産卵する。 シベリ ア、モンゴル、中国、

朝鮮半島、 北海道、 本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は、 三瓶山の一部の放牧地でのみ確認さ れていたが、 近年放牧が

休止さ れ、 絶滅の危機に瀕し ている状況である。

存続を脅かす原因

　 生息地での放牧の休止や牧畜形態の変化。

特記事項

　 平成2 2 年に島根県条例に基づく 指定希少野生動植物に指定さ れてお

り 、 採集は禁止さ れている。

（ 執筆者： 皆木　 宏明）

●参考文献

秋山美文（ 2 0 1 8 ） 庄原市立比和自然科学博物館に寄贈さ れた渡部泰明氏採集の甲虫標本及び中本寛・ 修氏採集のフ ン 虫標本． 庄原市立比和自然科学博物館標本資料報告第1 8 号．
4 5 -7 4
福井修二（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の鞘翅類． 島根県特定地域野生生物緊急調査（ 平成３ 年度） 報告書「 三瓶山の昆虫相と その保全」 :3 1 -5 5 ． 島根県昆虫研究会.
野津幸夫（ 1 9 9 0 ） 三瓶山の食糞性コ ガネムシ． すかし ば(3 4 ):1 7
曽田貞滋（ 1 9 7 4 ） 秋の三瓶にオサムシを 求めて． 山陰ムシタ イ ムス． すかし ばN o ,1 :6 -7
鈴木謙治（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の糞虫相． 島根県特定地域野生生物緊急調査（ 平成３ 年度） 報告書「 三瓶山の昆虫相と その保全」： 1 6 4 -1 7 0 ． 島根県昆虫研究会.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隔離分布種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ダイ コ ク コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Co p ris o ch u s （ M o tsch u lsky, 1860）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 隠岐（ 島前） に生息する藍黒色のアオハナムグリ で、 島後には緑色の

原名亜種が分布し 、 島前と 島後で亜種が異なる特異な事例である。 個体

数の減少が著し い。

概　 　 要

　 アオハナムグリ は体長1 6 ー1 9 mm前後。 南西諸島を 除く 各地に分布

し 、 背面は緑色で変異は少ないが、 五島列島と 種子島に分布するも のは

赤色を呈し 別亜種と さ れている。 隠岐（ 島前） の個体群は、 背面が藍黒

色を呈し 、 他の地域と は異なっ ている。 違いは体色のみであり 、 体色で

区別さ れる 地域個体群と 見なすこ と も でき るが、 その歴史的な成立過程

は生物地理学的にみて興味深く 、 解明が望まれる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本亜種は島前の３ 島にのみに分布し 、 島後は背面が緑色の原名亜種で

ある。 1 9 9 4 年に西ノ 島で初めて藍黒色の１ オスが採集さ れ、 翌年に採

集さ れた個体すべてが藍黒色であっ たため新亜種と し て記載さ れた。 成

虫は６ 月ごろ 出現し ク リ などの花にく る。 2 0 1 4 年改訂の時点で個体数

の減少が著し いと さ れたが、 その後の回復は確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 生態等が明ら かでなく 不明であるが、 幼虫の食餌と さ れる倒木・ 朽木

の減少。 個体数が少なく なっ ており 、 採集による影響も 無視でき ない。

（ 執筆者： 林　 成多）

●参考文献

林　 成多・ 門脇久志（ 2 0 1 2 ） 隠岐諸島の甲虫類目録（ 1 9 3 0 -2 0 1 1 )． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (5 ): 1 -1 2 0 .
林　 成多・ 門脇久志（ 2 0 1 8 ） 隠岐諸島の甲虫類目録 補遺（ 2 0 1 2 -2 0 1 6 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 1 ): 1 -2 6 .
酒井　 香（ 1 9 9 6 ） 隠岐諸島西ノ 島産のアオハナムグリ の１ 新亜種． 月刊むし ，（ 3 0 9 ） : 1 0 -1 1 .
酒井　 香・ 藤岡昌介（ 2 0 0 7 ）「 日本産コ ガネムシ上科図説　 第２ 巻　 食葉群Ⅰ」 1 7 3 pp .昆虫文献六本脚

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隠岐島前固有亜種

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

アオハナムグリ 島前亜種
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Ceto n ia  ro e lo fsi  ii jim a i K. Sakai, 1996

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 日本特産種で令温帯地域に生息する。 本県で確認さ れている生息地域

は、 島根半島の枕木山周辺の低標高地域で特異な分布である と と も に、

分布西限である。

概　 　 要

　 体長1 5 －2 3 mm。 頭・ 胸部は黒色、 上翅は暗赤色。 体全体に微毛を

有する。 北海道、 本州に分布し 、 全国的には標高の高い冷温帯の産地が

多い。 成虫は6 ～８ 月に出現し てアカ メ ガシワ、 ノ リ ウツギ、 リ ョ ウブ

などの花に飛来する。 また、 ブナの立ち枯れに集まる こ と が知ら れ、 幼

虫の食樹と し てブナ、 ダケカ ンバ、 モミ 、 アカ マツの記録がある。 本県

での寄主植物は不明であるが、 こ れまで採集記録のあっ た地域ではブナ

は見ら れないこ と から 、 モミ 、 アカ マツなどの針葉樹が利用さ れている

可能性がある 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本県では枕木山を中心と する 島根半島で採集記録があり 、 1 9 4 0 年代

後半には、 6 ～7 月にアカ メ ガシワなどの花上から 採集さ れていたよ う

である が、 1 9 7 0 年代頃から 採集さ れなく なっ た。 その原因は道路の敷

設に伴う 森林伐採と さ れている。 枕木山周辺を始め、 既報告地は森林伐

採や、 マツ材線虫病によるアカ マツ大径木の消失など、 森林環境は変化

し ている。 枕木山ではその後も 断続的に2 0 0 7 年まで採集記録はあり 、

生息し ている と 考えら れる。 標高5 0 m以下の平野部の市街地周辺の森

林でも 複数の採集記録がある が、 それら の地域では近年の記録は無い。

本県での生態、 食樹等は不明なこ と が多いため、 効果的な保護対策を講

じ るための情報蓄積が望まれる。

存続を脅かす原因

　 生息地域での森林伐採、 と く に本種の寄生樹木の可能性の高いモミ 、

アカ マツの大径木を 有する生息環境の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）
●参考文献

福井修二（ 1 9 8 7 ） 松江市のオオハナカ ミ キリ の記録． すかし ば， 2 7 ： 1 0 ．
平田信夫（ 1 9 5 1 ） 昆虫の採集と 標本の作り 方．「 生物の採集と 標本の作り 方」， 島根生物学会編
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」， 講談社
野津幸夫・ 中﨑清隆・ 下雅意公夫（ 2 0 1 5 ） 枕木山のカ ミ キリ ムシの記録.すかし ば， 6 2 :3 7 -4 2 .
曽田貞滋（ 1 9 7 7 ） 島根半島高尾山山塊及び松江平野のカ ミ キリ ムシ.すかし ば， 7 ： 1 -1 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 福井修二

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

オオハナカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Kon o a  g ra n u la ta  ( Bates,1884 )  　

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 隠岐（ 島後） を除けば近年の記録がなく 、 絶滅が危惧さ れている。

概　 　 要

　 翅長2 1 －2 2 mm 。 年１ 回６ 月中～下旬ごろ から 落葉広葉樹林周辺や

山道脇によ く 姿を現わし 、 獣の糞に来たり 、 時には吸水、 オカ ト ラ ノ オ

などの花にも 来る。 吸水時には自分の排出液を吸う 吸い戻し 行動を見か

ける。 午後には山頂付近で占有行動をと る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 1 9 5 7 年奥出雲町（ 旧仁多町） 呑谷で採集さ れたのが初記

録。 その後、 雲月山、 隠岐（ 島後） で採集さ れているが、 隠岐諸島を除

けば記録が古く 共に１ 例のみのため、 現在では生息し ていないと 思われ

る。 隠岐（ 島後） は海岸に近い所に生息地が見ら れるが、 松枯れ対策の

殺虫剤空中散布により 、 本種に悪影響が出ている。 隠岐（ 島後） で確認

さ れている食樹はハリ ギリ （ 山本正志氏の発見）。

存続を脅かす原因

　 ハリ ギリ を含む落葉広葉樹林の伐採、 殺虫剤空中散布。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

小林一彦（ 1 9 5 7 ） 毛無山を 中心と し た島根広島県境の蝶類採集報告． 千鳥,（ 3 ）： 3 1 -4 2 ．
淀江賢一郎（ 1 9 9 4 ） キバネセセリ の解説と 写真「 山陰のチョ ウたち 」． P .1 4 2 ． 山陰中央新報社．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 淀江賢一郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

キバネセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Bib a sis aq u il in e  ch rysa eg l ia （ Bu tler, 1882）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 生息地が限定さ れ、 減少が著し い。

概　 　 要

　 翅長1 0 －1 5 mmでセセリ チョ ウの中では最小。 本州、 対馬に生息し 、

山陰では７ ～８ 月にかけ年１ 回の発生。 食草オオアブラ ススキがある樹

林周辺の草原に見ら れる。 各種の花を訪れるが、 飛び方は敏速でハエの

よう にも 感じ ら れ、 また風景に溶け込んで見失う こ と が多く 発見し にく

い。 1 9 8 0 年代よ り 各地で減少し まれにし か見ら れなく なっ ている が、

セセリ チョ ウと いう 地味なグループのため、 中・ 大型のチョ ウのよう に

と り たてて騒がれるこ と がない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では西部の中国山地沿いで傍示峠、雲月山、浜田市（ 旧旭村） キャ

ンプ場で知ら れる のみだが、 1 9 8 0 年後半から き わめてまれになっ てい

る。 小型種のため発見も 容易でない。

存続を脅かす原因

　 自然度の高い草原を破壊する開発、 草地の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

大島益堂（ 1 9 5 1 ） 浜田・ 長者原に産する ホシチャ バネセセリ について． 昆虫石見,（ 2 ）： 1 6 ．
山中捷二（ 1 9 9 4 ） ホシチャ バネセセリ 解説．「 山陰のチョ ウたち 」： 1 4 8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 淀江賢一郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ホシチャ バネセセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Aero m ach u s in a ch u s （ M enetries, 1858）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 中国山地沿いに生息地がわずかに見ら れるのみで、 絶滅が危惧さ れて

いる。

概　 　 要

　 翅長2 0 －2 2 mm。 北海道から 山口県東部あたり まで分布する が、 北

海道では低地でも 見ら れ小型であり 、中部地方から 中国地方にかけては、

山間部の湿地性草原に見ら れ、 大型化。 中部地方では標高2 ,0 0 0 ｍ近い

乾燥草原にも 見ら れる。 翅が赤橙色で白く 薄い斑紋があり 、 明るい感じ

がするチョ ウで、 一見ヒ メ キマダラ セセリ にも 似る が識別は容易。 ７ 月

に多く 見ら れ、 敏速に飛ぶ。 ノ アザミ 、 オカ ト ラ ノ オなど の花を 訪れ、

時には吸水も する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内で は標高5 0 0 ｍ以上の湿原に見ら れる が、 そのよ う な 条件に合

う 場所は中国山地沿いにわずかに見ら れる に過ぎず、 個体数も 少ない。

湿地は遷移により 植生変化する不安定な環境であり 、 今後の動向には注

意を要する。

存続を脅かす原因

　 湿原の荒廃、 乾燥化

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

三島昭一（ 2 0 1 3 ） 島根県西部金城町のヒ メ シジミ と コ キマダラ セセリ を 採集． すかし ば,（ 6 0 ）： 2 7 -2 8 .
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県金城町弥畝牧場にてヒ メ シジミ ・ コ キマダラ セセリ を 採集． すかし ば,（ 5 4 ）： 4 4 -4 5 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 7 ） 島根県における 湿原性蝶類３ 種の採集記録． すかし ば,（ 8 ）： 1 3 -1 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

コ キマダラ セセリ
チョ ウ目セセリ チョ ウ科

Och lo d es ven a tu s （ Brem er et Grey, 1852）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 全国的に著し く 減少し ており 、 本県でも 産地は局所的で、 個体も 減少

し ている。

概　 　 要

　 翅長1 8 －2 1 mm。 河川敷、 堤防、 海岸草地や、 山間地の林周辺に生

息する。 食草はマメ 科のカ ワラ ケツメ イ 。 成虫は年２ 回発生し 、 夏型は

キタ キチョ ウと よく 似ていて、 混生地では識別が難し いが、 食草から 離

れる こ と なく 周辺の花を 訪れたり 吸水し たり し ている 。 1 0 月ごろ に秋

型が現われ、前翅の先端が尖り 独特の褐色条が現われ識別が容易になる。

越冬のため分散が著し く 、 発生地から 離れた場所でも 見ら れるよう にな

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 奥出雲町（ 旧仁多町）、 飯南町（ 旧頓原町、 旧赤来町）、 吉賀町（ 旧六

日市町） などの山間地、 安来市などに記録が多い。 食草カ ワラ ケツメ イ

は道路ぎわやガレ 場的な荒れ地に群落を 作る ため、 人為的な環境変化、

他植物の進入など遷移の進行により 、 本種発生量は変動が大き い。 新し

く つく ら れたキャ ン プ 場周辺や、 ダム湖周辺など で多数見ら れる こ と

も ある。 ま た、 吉賀町（ 旧六日市町） では農家が豆茶用と し てカ ワラ

ケツ メ イ を 無農薬栽培し ており 、 本種が多数発生し ていたこ と がある。

1 9 8 5 年島根半島の海岸線岩場で、 大陸から の飛来によ る も のと 思われ

る裏面が赤い個体群が多数観察さ れたこ と も ある。 隠岐（ 島後） では計

２ 例の記録のみで、 こ れも 大陸から の飛来によるも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 カ ワラ ケツメ イ 群落地の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

小坂一章（ 2 0 0 9 ） 高津川河畔のツ マグロ キチョ ウと シルビ アシジミ ． 山口のむし ,（ 8 ）： 3 1 .
尾原和夫（ 2 0 0 5 ） 2 0 0 4 年ツ マグロキチョ ウの観察記録． すかし ば,（ 5 3 ）： 3 0 .
田中正文（ 2 0 0 4 ） 六日市町幸地のツ マグロ キチョ ウ． すかし ば, (5 2 ): 2 3 -2 5 .
山本正志（ 2 0 0 2 ） ツ マグロ キチョ ウの調査報告． すかし ば,（ 5 0 ）： 3 7 -3 8 ．
淀江賢一郎（ 2 0 1 7 ） 大陸方面から 山陰地方に飛来する 迷入種（ 予報）． N eo  Zephy ru s , (1 ): 6 5 -6 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ツマグロキチョ ウ
チョ ウ目シロチョ ウ科

Eu rem a  lae ta  b e th esb a （ Jan son , 1878）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 西日本の照葉樹林（ 常緑広葉樹林） に生息するが、 その生息地は局限

さ れる。 県内では隠岐諸島（ 島後） が唯一の生息地であり 、 個体数も 著

し く 減少し ている。

概　 　 要

　 翅長1 3 ～1 5 mm。国内の確実な生息地は千葉県清澄山、山口県長門峡、

和歌山県古座川町、 宮崎県綾町、 鹿児島県屋久島など数カ 所。 最初の発

見地、 奈良県春日山では国の天然記念物に指定さ れていたが、 薬剤散布

で絶滅し た。 アカ ガシが混じ る常緑広葉樹の渓谷に生息する。 具体的に

は、 両岸は切り 立っ て険し い斜面と なり 、 川はゆるやかに流れ、 カ シ類

が鬱蒼と おい茂り 、風通し の悪いと いう 条件の渓谷。 ７ 月中旬に羽化し 、

そのまま成虫で越冬、 翌年５ 月ごろ から 活動を再開、 食樹アカ ガシの新

芽のり ん包内部に１ 卵ずつ産卵する。 年１ 化である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） での野外観察では、 アカ ガシの高所樹冠に潜んでいるこ

と が多く 、 目撃は容易でない。 し かし 、 気温が3 0 度を 超す日には、 暑

さ を避けるよう に谷底に降り てき て、 時に吸水も する。 隠岐（ 島後） の

生息地は、 全国各地の生息地と 比較し て規模はごく 小さ く 、 近年の道路

工事による伐採などで、 危機的状況に陥っ ている。 一度消滅すると 二度

と 回復するこ と がないため、 アカ ガシ原生林を破壊する大規模な伐採・

植林や林道開発などは厳重な注意が必要である。 隠岐諸島における最初

の発見者は木村康信氏である。 なお1 9 5 0 年代に三瓶山や大田市近郊で

採集記録が残さ れているが再確認さ れておら ず、 また、 上記し た特殊な

渓谷環境は見い出せず疑問がある。

存続を脅かす原因

　 高標高地の林道建設や大規模な植林によるアカ ガシの混じ っ た自然度

の高い照葉樹林の伐採。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

門脇久志（ 1 9 7 6 ） 隠岐島の昆虫２ ． 隠岐島の蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 -2 3 ．
木村康信（ 1 9 4 2 ） 隠岐の動物． 隠岐教育,（ 1 8 ） .
松崎　 隆（ 2 0 0 9 ） ルーミ スシジミ 採集記録2 0 0 1 ～2 0 0 4 年.緑蝶,（ 9 ）： 4 9 -5 2 .
小路嘉明（ 1 9 9 3 ） ルーミ スシジミ のポイ ン ト の探し 方． 蝶研サロ ン ,（ 4 2 ）： 1 -1 2 ．
淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 隠岐島産ルーミ スシジミ の記録２ 題． すかし ば,（ 3 0 ）： 5 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ルーミ スシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Pan ch a ra  g a n esa  lo om isi  ( H .Pryer, 1886）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 生息地・ 個体数と も 著し く 減少し ている。

概　 　 要

　 翅長1 8 －2 2 mm前後。 山地のク ヌ ギを 含む疎林や林、 平地、 低山地

のク ヌ ギ、 コ ナラ 、 ナラ ガシワなどを含む雑木林に生息し ているが、 ク

ヌ ギへの依存度が強い。 平地では６ 月に発生、 山地では７ 月でも 見ら れ

る。 山陰ではアカ シジミ と 混生すると こ ろ も あるが、 本種のほう が少し

遅れて発生する。 日中は脅かさ ないと 飛ぶこ と は少ないが、 夕方から 活

発に飛び回る。  

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内ではも と も と ク ヌ ギ林に乏し いこ と も あり 、 西部（ 旧六日市町な

ど）、 東部（ 旧大東町など） にわずかに記録があっ たのみで、 近年県内

における本種の目撃記録はないよう である。 古木ではなく 若木を好むた

め、 人為による定期的な雑木林の更新が必要である。

存続を脅かす原因

　 ク ヌ ギ林を含む雑木林の手入れ不足による荒廃。 雑木林（ 二次林） は

適切な伐採更新によっ て生態系が維持さ れる側面がある。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

三島昭一（ 1 9 7 8 ） 出雲市の蝶類． すかし ば, (1 0 ):1 7 -2 1 .
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
大田高校生物部（ 1 9 6 5 ） 三瓶研究総合誌第一集: 3 4 -4 0 .
館林治志（ 1 9 5 7 ） ウラ ナミ アカ シジミ 茶臼山で採集． 千鳥,（ 3 ）： 2 6 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ウラ ナミ アカ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Jap o n ica  saep estria ta （ Hew itson  1865）

準絶滅危惧
（ N T）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 生息地は限定さ れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 翅長1 3 －1 7 mm。 朝鮮半島、 本州（ 北限は岩手県、 西限は広島県）

に分布。 海岸部から 平野部のク ロマツ・ ニセアカ シア林、 里山のソ メ イ

ヨ シノ ・ アカ マツ林、 ク リ やキリ などが混じ る雑木林、 山地のカ シワ林

の４ パタ ーンの生息環境がある 。年１ 回６ 月中旬から ７ 月にかけて発生。

夕刻、 梢の先で占有行動をと っ て敏速に飛びまわる 。 鳥取市では天然記

念物に指定さ れている。 ムネジワハリ ブト シリ アゲアリ と 共生し て幼虫

期（ ７ 令） をおく る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 安来市伯太町で1 9 6 5 年６ 月１ 日に板垣治氏が採集し た１ オスが最初

の確実な採集記録。 こ の周辺では三島昭一氏、 能美豪氏ら により 近年再

発見さ れた。 その他、 三瓶山（ 伊藤宏氏）、 匹見峡（ 山田学氏） でも 目

撃記録があり 、 再確認が望まれている。 出雲市と 六日市町の古い記録に

は疑問点があり 、 引用すべき でない。

存続を脅かす原因

　 安来市伯太町の山の反対側の生息地（ 鳥取県米子市奈喜良） では農薬

空中散布によっ て減少し た。 シリ アゲアリ が巣をつく る樹木と その周辺

の林の保全が必要である。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

板垣　 治（ 2 0 0 8 ） 島根県安来市でキマダラ ルリ ツバメ を 採集． すかし ば,（ 5 6 ）： 3 2 .
三島昭一（ 2 0 2 2 ） 5 5 年ぶり に島根県で再発見さ れたキマダラ ルリ ツ バメ ． すかし ば，　 (6 9 ): 3 5 .
能美　 豪（ 2 0 2 3 ） 山陰（ 島根県） のキマダラ ルリ ツバメ ． 月刊むし , (6 3 3 ): 3 4 -3 6 .
淀江賢一郎（ 2 0 2 5 ） 島根県から 削除すべき 蝶類の文献記録． すかし ば, （ 7 2 ） : 4 7 -5 4 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

キマダラ ルリ ツバメ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Sp in d asis ta kan o n is  M atsu m u ra ,1906

ー
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 1 9 9 0 年代から 急激に生息地、 個体数と も 減少し ている。

概　 　 要

　 メ スは下草にいる が、 オスは樹上に静止、 夕方には敏速に飛び回る。

と も にノ アザミ 、 ヒ メ ジョ オン、 オカ ト ラ ノ オなどで吸蜜する。 産卵す

る草木はさ まざまで、 隠岐ではアキグミ 。 そこ には必ずグミ キジラ ミ が

いる。 ク ロ ヤマアリ （ 知夫里島）、 ク ロ オオアリ が近く にいる こ と が条

件と なり 、 産卵するメ スは近く の草木に止まり 、 アリ の様子をう かがい

ながら 、 キジラ ミ の近く に産卵する。 やがて孵化し た幼虫はキジラ ミ の

分泌物をなめ、 幼虫自身が分泌物を出すよう になると 、 アリ に巣へ運ば

れ、 アリ に餌をも ら い成長し 、 翌年蛹になり 巣から 出て翅を伸ばす特異

な生態をも つ。

県内での生息地域・ 生息環境

　 玉造は1 9 6 0 年代、 三瓶山では1 9 9 0 年代以降の正式な報告はなく 絶

滅し ている可能性がある。 1 9 9 0 年代以降確認さ れている生息地は隠岐

（ 知夫里島、 西ノ 島） のみ。 隠岐（ 島前） は牧畑と いう 放牧場が1 ,0 0 0

年以上にわたっ て維持・ 更新さ れており 、 良好な生息地と なっ ていた。 　

隠岐島産は特異な地域個体群であり 、 特別な保全が必要である。 なお、

木村康信氏が隠岐島にゴマシジミ の記録があると 書いておら れるが、 そ

れはク ロシジミ メ スの同定誤り である 。 ご本人に両種の標本を持参し 確

認し ている。 1 9 4 0 年代の昆虫図鑑はモノ ク ロ 手書き 図だっ たため同定

を誤っ たも のである。

存続を脅かす原因

　 計画的な雑木林、草地の更新が必要である。 1 0 年ほど前から 隠岐（ 知

夫里島） では、 放牧場を近代的に整備するため除草剤によ っ てアキグミ

が除去さ れるなど、 憂慮さ れる事態がおき ている。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

波根康夫（ 1 9 5 7 ） ク ロ シジミ の採集記録． 千鳥,（ 3 ）： 2 9 ．
淀江賢一郎（ 1 9 9 4 ） ク ロシジミ 解説及び写真．「 山陰のチョ ウたち 」 p .7 4 -7 5 . 山陰中央新報社．
淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ク ロシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

N ip h an d a  fu sca （ Brem er et Grey, 1853）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

121121



選定理由

　 産地が局地的で、 1 9 9 0 年代から 著し く 個体数が減少し ている。

概　 　 要

　 翅長1 0 －1 2 mm。 ４ 月下旬ごろ 第１ 化が現れ1 0 月ごろ まで年４ ～５

回の発生と 思われる。 ヤマト シジミ に酷似し 、 混生するが、 後翅裏面の

黒斑の並びで識別でき る。 食草ミ ヤコ グサが繁茂するシバ状の草地に見

ら れる。 食草の花やウマゴヤシ、カ ラ スノ エンド ウなどで好んで吸蜜し 、

時には吸水も する。  

県内での生息地域・ 生息環境

　 生息環境は牧場、 河川堤防、 田畑の法面、 海岸岩場の狭い草地など。

松江市（ 旧島根町）、 出雲市（ 旧大社町） の日本海の潮を かぶる よ う な

岩場の発生環境は全国的にも まれであるために採集圧を 受けている（ 西

田秀行氏の発見）。 高津川、 江の川、 周布川などの河川敷や堤防は草刈

り を 行う 時期や範囲に工夫が必要と 思われる （ 1 0 月に一斉に広範囲に

刈り 取ら ないなど）。 隠岐（ 知夫里島、 西ノ 島、 中ノ 島） の牧場・ 海岸

草付き にも 生息し ている。

存続を脅かす原因

　 草地の荒廃、 植生遷移。 採本種はコ レ ク タ ーのタ ーゲッ ト になり 、 過

度な採集行為が見ら れている。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

足立信一郎（ 2 0 2 0 ） 珠玉の標本箱、 シルビ アシジミ ． N RC出版．
宮本詔子（ 2 0 2 2 ） 畔法面にシルビ アシジミ の生息を 確認（ 益田市）． すかし ば, (6 9 ): 6 1 .
岡田雅裕（ 1 9 5 1 ）［ 島根県の］ アサマイ チモン ジと シルヴィ アシジミ ． 昆虫石見, (2 ): 1 3 -1 4 .
岡　 義人（ 1 9 7 0 ） 出雲市未記録の蝶追加３ 題（ ツマグロ キチョ ウ， シルビアシジミ ， リ ュ ウキュ ウムラ サキ）． N ECY DALIS, 3 (1 ): 8 .
若槻匡志（ 1 9 5 7 ）［ 島根県下の］ シルヴィ アシジミ の採集記録． 千鳥, (3 ): 2 8 -2 9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

シルビアシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Z izin a  em e lin a  em e lin a （ d e I’Orza , 1869）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 生息地も 限定さ れ、 2 0 0 0 年代から 著し く 個体数が減少し ている 。 全

国的にも 減少が著し い。

概　 　 要

　 翅長1 8 －2 2 mm。 ワレ モコ ウの生える 草地に８ 月に発生する が、 食

草があっ ても 見ら れないと こ ろ が多い。 有名な生息地、 鳥取県大山山麓

では、 周囲に林がある急斜面の草地、 田畑と 山道に段差があり 草の中に

ワレ モコ ウが見ら れる 場所に発生し ている。 幼虫はワレ モコ ウを 食べ、

途中から シワク シケアリ の巣の中で、 アリ の幼虫を食べて成長すると い

う 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部、 中部の山地（ 邑南町、 飯南町、 奥出雲町など） に局地的に分布

し ているが、 生息地は田畑ノ リ 面や道路際、 林縁などのごく 狭い範囲で

あり 個体数も 少ない。 遷移によっ て樹木が進入し 、 ワレ モコ ウ自体が消

滅し ていく 傾向がある。 アリ と 共生する特異な生態のため、 保全が困難

な種でも ある。

　 なお、 長野県など信州の個体群、 および九州の個体群は、 種の保存法

に指定さ れ厳重に保護さ れている。

存続を脅かす原因

　 草地の荒廃、 植生遷移。 広島県内ではほぼ絶滅し たため、 島根県内の

産地には採集圧がかかっ ている。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

後藤雅人（ 1 9 6 9 ） ゴマシジミ の新産地． N ECY DALIS, 2 （ 5 ）： 1 8 ．
三島昭一（ 1 9 9 1 ） 島根県東部のゴマシジミ 調査記録． すかし ば,（ 3 6 ）： 1 4 ．
三島昭一（ 1 9 9 8 ） ゴマシジミ の吉田村民谷における 衰亡の記録． すかし ば,（ 4 6 ）： 6 6 -6 7 ．
西田秀行（ 1 9 8 0 ） ゴマシジミ の一産地． すかし ば,（ 1 4 ）： 1 1 ．
山本正志（ 1 9 8 3 ） 中国山地のゴマシジミ 調査記録． すかし ば,（ 1 9 ）： 7 -8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ゴマシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

M acu lin ea  te le iu s ka zam o to （ H . Dru ce , 1875）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 中山間地から 山地の湿性草地に生息するが、 生息地は局限さ れ個体数

も 少ない。

概　 　 要

　 翅長1 3 －1 7 mm。 北海道では渓流沿いの河川敷で発生し たり 、 中部

地方では2 ,0 0 0 ｍ辺り の乾燥草原でも 見ら れるが、 中国地方ではおも に

中国山地沿いの湿性草原に見ら れる。 湿原周辺のキセルアザミ を食草と

し ている。 また、 高標高地の林道沿いの草付き にヨ モギ食いの個体群が

益田市（ 旧匹見町）、 奥出雲町（ 旧仁多町）・ 雲南市（ 旧吉田村） で発見

さ れている。 オカ ト ラ ノ オなどで吸蜜する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 湿性草原に生息する個体群は飯南町（ 旧赤来町）、邑南町（ 旧瑞穂町）、

雲月山の山頂部、 益田市（ 旧匹見町）、 浜田市（ 旧金城町） など、 狭い

草地にわずかに残るのみである。 近年、 奥出雲町（ 旧仁多町） でも 発見

さ れたが、 おそら く 隣県の広島県庄原市高野町から の飛来個体による一

時的な発生と 考えら れる。 赤名湿原では条例で採集が禁止さ れている。

存続を脅かす原因

　 湿原の埋立（ 産廃処分場） や乾燥化、 草原の荒廃。 温暖化も 影響があ

るのではないかと 思われる。 また林道沿いの個体群はき わめて不安定な

環境に生息し ており 、 いつ滅びても おかし く ない。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

中村慎吾（ 1 9 7 3 ） 中国山地における ヒ メ シジミ の分布． 蝶と 蛾, 2 2 （ 3 /4 ）： 1 0 4 -1 0 5 ．
山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県金城町弥畝牧場にてヒ メ シジミ ・ コ キマダラ セセリ を 採集． すかし ば,（ 5 4 ）： 4 4 -4 5 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 7 ） 島根県における 湿原性蝶類３ 種の採集記録． すかし ば,（ 8 ）： 1 3 -1 5 ．
淀江賢一郎・ 中井博喜・ 山本正志（ 1 9 7 6 ） 赤名湿原で得た蝶類． すかし ば,（ 6 ）： 3 0 ．
淀江賢一郎・ 岡　 義人（ 1 9 8 0 ） 瑞穂湿原の蝶と ト ンボ． すかし ば,（ 1 4 ）： 1 3 -1 5 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ヒ メ シジミ 本州・ 九州亜種
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Pleb e ju s a rg u s m icra rg u s （ Bu tler,1878）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 生息地が限定さ れ、 激減し ている。

概　 　 要

　 翅長2 6 －3 2 mm。 翅裏の基部に黒い斑点がある のが特徴で 、 近似種

と の識別は容易。 低山地の露岩地に見ら れる。 山陽側では年２ ～３ 回の

発生と いわれているが、 県内では2 化はまれ。 一般には８ 月には食樹イ

ブ キシ モツ ケ、 ユキヤナギの葉で巣を 作り 越冬態勢に入り 年１ 回の発

生。 飛翔はゆる やかで、 ウツ ギなど に訪花、 と き には吸水も する。 ま

た、 隠岐諸島の４ 島に生息し て いる 個体群も 特異であり 別亜種（ ssp . 

y o d oe i ） と さ れる。 なお、 2 0 1 8 年、 松江市内で本種が発見さ れたも

のはssp .sh in k a w a iと 判断さ れて いる 。 大阪な ど から 持ち 込ま れたユ

キヤナギの植栽によっ て幼虫が持ち込まれたも のと 推測さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山、 三階山、 大麻山、 立久恵峡、 江の川流域（ 断魚渓・ 千丈渓な

ど） で記録さ れている。 いずれの生息地も イ ブキシモツケなどが生える

露岩地。 立久恵峡では６ 月に実施さ れる殺虫剤空中散布によっ て激減し

た。 ただし 最近発見さ れた人為的に植栽さ れたユキヤナギに発生する個

体群ssp .sh in k a w a i （ 松江市、 奥出雲町（ 旧横田町） など ） は保護す

るに値し ない。

存続を脅かす原因

　 イ ブキシモツケの生育する崖地の荒廃（ 崩落や過度なコ ン ク リ ート 擁

壁）。 隠岐諸島では商品と し ての乱獲の実態がある。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

藤岡知夫（ 1 9 9 8 ） 世界のホシミ スジの地理変異-２ 新亜種の記載を 含む-． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 2 ）： 2 6 3 -2 7 4 ．
伊藤　 寿（ 2 0 0 6 ） 中国地方のホシミ スジの謎． 日本麟翅学会中国支部会報, (7 ): 4 -6 .
三島昭一（ 2 0 0 7 ） 島根県産ホシミ スジの分布と 一考察． すかし ば,（ 5 5 ）： 3 4 -3 5 .
岡本士朗（ 1 9 5 1 ） ホシミ スジの新産地． 昆虫石見,（ 2 ）： 1 8 ．
淀江賢一郎（ 2 0 2 1 ） 松江市でホシミ スジを 発見する ． すかし ば, (6 8 ): 1 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 淀江賢一郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ホシミ スジ瀬戸内亜種
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

N ep tis p ryeri se to en sis Fu ku d a &  M in o tan i, 2000

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 以前は人里近く で普通に見ら れた種であっ たが、 1 9 8 0 年代よ り 個体

数が激減し ている。

概　 　 要

　 翅長2 8 －3 7 mm。 ６ 月中旬ごろ 発生、 林周辺の明るい草地で見ら れ、

アザミ やオカ ト ラ ノ オなどの花で吸蜜する。 盛夏には夏眠し 秋に再び現

われ産卵、 卵または１ 令幼虫で越冬する。 1 9 7 0 年代は普通種のため注

目さ れるこ と はなかっ た。 し かし 、 その後、 急速に姿を消し つつある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 薪利用などで適度な伐採が入り 、 チョ ウ生息に良好な里山が、 エネル

ギー改変により 放置さ れ、 荒廃（ 遷移の進行） するにつれ著し く 減少し

た。 県全域で、 なぜ激減し ているのがはっ き り と し た要因がわから ない

が、 草原環境の荒廃が一番影響し ているのは間違いない。

　 なお、 隠岐諸島ではまだ比較的容易に見るこ と ができ る 。 こ の隠岐の

個体群は最近、 別亜種Arg y ron ome  la od ic e  y uzu r ih a iと し て 記載さ

れている。

存続を脅かす原因

　 良好な里山環境の荒廃。 また隠岐諸島の個体群は別亜種と し て記載さ

れたので、 コ レ ク タ ーの蒐集タ ーゲッ ト になっ ている。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

有田　 斉・ 濱田　 康（ 2 0 2 1 ） 隠岐諸島産のウラ ギン スジヒ ョ ウモン (A rg y nn is (A rg y ronome ) la od ic e  (Pa lla s , 1 7 7 1 ))の地域変異 : 翅表斑紋と 後翅裏面黒帯の特徴について． バ
タ フ ラ イ ・ サイ エン ス (2 0 ), 2 -8 , 
三島昭一（ 2 0 1 3 ） ウラ ギン スジヒ ョ ウモン ♀を 三瓶山で撮影． すかし ば,（ 6 0 ）： 2 5 .
淀江賢一郎（ 1 9 7 8 ） 三瓶山の蝶類（ 1 ）． すかし ば,（ 1 0 ）： 3 7 -4 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ウラ ギンスジヒ ョ ウモン
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Arg yro n o m e lao d ice  ja p o n ica （ M enetries, 1857）

絶滅危惧Ⅱ類
（ VU ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内では1 9 5 0 年代の古い記録のみで、 近年の追加記録がなく 、 絶滅

が懸念さ れている。

概　 　 要

　 同属で平地から 山地まで見かけるキタ テハに酷似するが、 翅表に青い

鱗粉がないなどの特徴があり 識別は容易。 年２ 回の発生で６ 月から ８ 月

に夏型が見ら れ、 ９ 月ごろ から 秋型が羽化する。 樹林周辺や渓谷沿いに

見ら れ、 花で吸蜜し たり 地上で吸水し たり する。 飛び方はキタ テハより

敏速で、 人が近づく と 敏感に反応するが、 吸水中驚いて飛び立っ ても 再

び戻っ てき て同じ 場所で吸水も する。 秋型は翅の外縁の切れ込みが大き

く なり 、 裏の模様も 変化し 、 そのまま越冬する。 冬の環境に対応するた

めの衣替えだと 思われる。 翌春現われる越冬個体は、 生息地を離れ遠く

まで移動する こ と があると いわれている。 既知の食草はハルニレ 、 エノ

キ、 イ ラ ク サ科のコ アカ ソ などだが、 山陰ではハルニレ と 思われる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 奥出雲町（ 旧仁多町） 呑谷など局地的に発生し ていた古い記録がある

（ 森山正治氏による 複数の採集記録。 標本も 現存する）。 し かし 、 鳥取県

智頭町沖の山で1 9 8 5 年に記録さ れて以来、 山陰地方での確認情報はな

い。 食草は現在でも 多く 見ら れる のに姿を 消し た原因はさ だかでない。

長野県信州地方では車の多い国道沿いの渓谷でも 、 2 0 年前から 変わら

ず見ら れる所も あり 、 環境が激変し 見ら れなく なっ た場所も あるこ と か

ら 、 生息地自体の変化のほかに、 北方系の種であるこ と から 温暖化も 影

響し ている かも し れない。 県内ではすでに絶滅し ている 可能性も 高い。

今後は綿密な幼虫の探索が必要だろ う 。

存続を脅かす原因

　 渓谷沿いの開発、 林道建設などによ る環境変化。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

藤村俊彦（ 1 9 5 9 ） 島根県における 蝶の分布1 0 題． 新昆虫, 1 1 (3 ): 4 0 -4 1 .
森山正治（ 1 9 7 8 ） 私の採集し た蝶と カ ミ キリ （ 一）． すかし ば,（ 1 0 ）： 2 2 ．
大脇　 真(1 9 5 6 )［ 島根県松江市］ 城山でシータ テハ採る ． 千鳥, (1 ): 2 1 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 森山正治

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

シータ テハ
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Po lygo n ia  c-a lb u m  h am ig era （ Bu tler, 1877）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 1 9 9 0 年代ごろ から 、 生息地が著し く 狭めら れており 、 個体数も 少な

い。 絶滅が憂慮さ れる。

概　 　 要

　 翅長2 3 －2 8 mm。 後翅裏面の眼状紋が３ つで、 同属のヒ メ ウラ ナミ

ジャ ノ メ は５ つある。 西日本の平地から 低山地の露岩地草付、 湿地、 河

川敷、 田畑の山側のノ リ 面、 雑木林林縁などに局所的に生息。 対馬、 屋

久島など離島にも 生息し ている が、 隠岐諸島には分布し ていない。 年２

回、 ６ 月と ８ ～９ 月に出現。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根半島から 益田市まで局地的に生息するが密度はごく 低い。 比較的

個体数の多い浜田市での観察では、 日あたり のよい乾燥し た休耕畑や手

入れの少ない果樹園で、 丈の低いチガヤ、 アシボソ などの茂っ た場所で

よく 見ら れた。 近年、 海岸岩場周辺に局所的に生息し ている こ と が判明

し た。 また松江市（ 旧八雲村） 星上山や大田市久利、美郷町（ 旧邑智町）

君谷のよう な内陸部での記録も 散発的にある。

存続を脅かす原因

　 自然度の高い草付き の減少。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

伊藤　 寿（ 2 0 0 5 ） 島根県島根半島でウラ ナミ ジャ ノ メ を 採集． 月刊むし ,（ 4 1 8 ）： 1 8 .
川元　 裕（ 2 0 1 0 ） 島根県西部におけるウラ ナミ ジャ ノ メ の採集記録． 山口のむし ,（ 9 ）： 4 8 .
三島昭一（ 1 9 7 7 ） ウラ ナミ ジャ ノ メ の採集例． すかし ば,（ 8 ）： 2 2 ．
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における 岩場の蝶（ ホシミ スジ・ ウラ ナミ ジャ ノ メ ・ ヘリ グロチャ バネセセリ ） の採集及び観察記録． すかし ば,（ 3 5 ）： 2 3 -2 5 .
淀江賢一郎・ 田中宏卓・ 川上　 靖（ 2 0 1 7 ） 三島寿雄先生の蝶類研究と 日本産蝶類コ レ ク ショ ン -その特徴と 意義-． 鳥取県立博物館研究報告． (5 4 ): 1 -7 5 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ウラ ナミ ジャ ノ メ 本土亜種
チョ ウ目ジャ ノ メ チョ ウ科

Yp th im a  m o tsch u lsky i n ip h o n ica  M u rayam a,1969

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内では奥匹見峡、 旧・ 恐羅漢山など限ら れた場所にのみ生息し 、 著

し く 減少し ている。

概　 　 要

　 翅長2 2 －3 0 mm。 本州では1 ,0 0 0 ｍを 越える 山地に生息地が見ら れ

局地的になる 。 成虫は６ 月下旬から ７ 月上旬ごろ に見ら れ、 ゆるやかに

飛び、 開けた場所に出てき てはすぐ 葉に止まり 翅をよ く 広げる。 メ スを

生かし て放置し ておく と 、 容易に産卵する習性がある 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 旧・ 恐羅漢山頂部は周辺が林になり 、 中央部は開けて登山者の休憩場

所にも なっ ている 。 周辺には低木やク マザサなどが見ら れる。 晴天の日

には朝８ 時半ごろ より 活動を始め、 島根県側の林から 多く は飛び出し て

き た。 し かし 現在はほと んどその姿を 見るこ と はでき ず絶滅が憂慮さ れ

ている（ なお、 こ のポイ ン ト は中村泰士氏が発見さ れたも ので ある）。

冬季は積雪も 多く 厳し い環境になるが、 幼虫はニシノ ホン モンスゲを食

草と し て育つ。 また、 山頂だけでなく 、 裏匹見峡、 奥匹見峡などの深い

渓谷沿いの崖地に生えるスゲ科を食する個体群も 発見さ れている。

存続を脅かす原因

　 山頂部の改変伐採。 渓谷露岩地の荒廃。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）
●参考文献

岸本　 修・ 中島久朋・ 小椋英勇・ 河野広光（ 1 9 8 3 ） 島根県のウラ ジャ ノ メ の２ 産地． すかし ば, (1 9 ): 8 .
益田耕作（ 1 9 6 6 ） 恐羅漢山のウラ ジャ ノ メ ． 昆虫と 自然, 1 （ 5 ）： 3 8 ．
中村泰士（ 1 9 7 5 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
渡辺一雄（ 1 9 9 3 ） 中国山地における 氷期の遺存種ウラ ジャ ノ メ ．「 日本産蝶類の衰亡と 保護第２ 集」： 1 1 1 -1 2 4 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 淀江賢一郎

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ウラ ジャ ノ メ
チョ ウ目ジャ ノ メ チョ ウ科

Lo p in g a  a ch in e （ Scopo li, 1763）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）
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選定理由

　 本州、 四国、 九州に分布するが産地は局限さ れている。 県内では浜田

市周辺のみから 知ら れていたが、 衰亡が著し く 絶滅が危惧さ れている。

概　 　 要

　 翅長3 0 ー3 4 mm。 同属のク ロ ヒ カ ゲに似る が眼状紋の大き さ で識別

でき る。 年１ 回７ 月下旬に出現。 ク ヌ ギ、 コ ナラ などの雑木林を生息域

と し 、 昼間は林の中で静止し ているが、 曇っ た日や夕方に活発に活動す

る。 ク ヌ ギ、タ ブの樹液を好み、訪花は観察さ れていない。 多産地であっ

た長野県や山梨県なででも 開発で雑木林が荒れ、 減少し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内の生息が唯一確認さ れている浜田市三階山周辺の雑木林は、 高速

道路や県立大学などの大規模開発が進み、生息域が極端に減少し ている。

わずかに残さ れたク ヌ ギ林の保全が必要であり 、 こ のままク ヌ ギ林の伐

採が進めば本県から 姿を消す恐れがき わめて高い。

存続を脅かす原因

　 大規模な開発によるク ヌ ギを主と し た雑木林の消失。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

有田　 斉・ 前田善広（ 2 0 1 4 ） 珠玉の標本箱（ 8 ） . 8 4 pp . N RC出版．
石本信博・ 佐々木保（ 1 9 7 9 ） 浜田市で採集し たギン イ チモン ジセセリ と ク ロ ヒ カ ゲモド キ． すかし ば,（ 1 2 ）： 3 0 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅危惧Ⅰ類（ C R ＋E N ）

ク ロヒ カ ゲモド キ
チョ ウ目ジャ ノ メ チョ ウ科

Leth e  m arg in a l is ( M o tsch u lsky, 1860）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

選定理由

　 県内の分布が局限さ れる。 また過去に発見さ れた産地のほと んどが絶

滅状態である 。

概　 　 要

　 全長3 5 －4 1 mm。 全身淡褐色を し た地味な色調のイ ト ト ン ボ。 未熟

なホソ ミ オツネント ンボと よく 似るが、 閉じ た翅の縁紋が重なら ないこ

と で区別でき る。 初夏に羽化を し た個体はそのまま林縁などで生活し 、

越冬を 終えた翌春、 生殖活動を 行う 。 和名「 オツ ネン（ 越年）」 は、 成

虫で越冬する こ と に由来する。 ユーラ シア大陸の北寄り に広く 分布し 、

国内では北海道、 本州、 四国、 九州北部に分布するが、 西日本ではまれ

と なる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島を除き 沿岸部から 内陸部まで広く 分布するが産地は局限さ れ

る。 生息地はいずれも 日当たり のよい植生豊かなため池である。 なお県

内で越冬の様子は観察さ れていない。

存続を脅かす原因

　 池の水質悪化や産卵基質と なる抽水植物の除去。 成虫の生活場所と な

る林の消失。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 ： 1 -1 1 6 .
大浜祥治（ 1 9 8 7 ） 島根県のト ン ボ1 0 種の新産地． すかし ば,2 8 :1 7 -1 8 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

－撮影者（ 提供者）： 北山拓

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

オツネント ンボ
ト ンボ目アオイ ト ト ンボ科

Sym pecm a p a ed isca （ Brau er, 1877）
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